
IEC 60584-3 DIN 43710* ANSI MC 96.1 BS 4937 NF C 42-324
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熱電対
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T Cu – CuNi

U Cu – CuNi

J Fe – CuNi

L Fe – CuNi

E NiCr – CuNi

K

NiCr – Ni

NiCr – Ni

NiCr – Ni

N NiCrSi – NiSi

R
S

PtRh13 – Pt
PtRh10 – Pt

B PtRh30 – PtRh6

XC = 延長ケーブル
CC = 補償ケーブル 

記載された温度は、各タイプの測定温度範囲です。
ケーブルに使用される絶縁材に合わせて、適用温度を下げる必要があります。
*DIN 43710 は、1994 年 4 月に失効しました。
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テーブル 8-1: 延長ケーブルおよび補償ケーブルの国際的なカラーコード
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テーブル 8-2: 熱電対での温度測定
測定原理 :
熱電効果は、接続された 2 種類の異なる金属線の両端の温度差により発
生する熱電圧のことです。
この効果は、特定の熱電圧を発生する 2 つの金属または合金で構成される
熱電対として利用されます。
熱電圧は異種金属間の測定接点と冷接点の両接触点の間の温度差により
発生し、その熱電対の温度と発生電圧には関連性があります。冷接点の温
度はこれを基準として測定接点の温度を測るため、精密に一定で既知であ
る必要があります。

測定点と接続点の間に配線する場合は通常、熱電対ケーブルを使用します。
接続点と冷接点間では通常、延長ケーブルまたは補償ケーブルを使用して
電圧信号を送信します。

接続点
延長または 

補償ケーブル

接続ヘッド

熱電対（ケーブル）

冷接点

測定点 測定装置

xy °C

3 種類のケーブル :
熱電対ケーブル :
•	 熱電対のタイプコード（K、R…） 
•	� 熱電対の温度範囲の認可 

（タイプ K → 最高 +1200°C）
•	 熱電対と同じ合金（NiCr/Ni に NiCr/Ni が含まれる） 
•	� 測定点と接続点または冷接点との間の熱電対として使用

延長ケーブル（XC）:
•	 熱電対のタイプコード + “X”（KX, LX…） 
•	� 適用温度範囲の認可 

（タイプ KX → 最高 +200°C）
•	 熱電対と同じ合金（NiCr/Ni に NiCr/Ni が含まれる） 
•	� 通常、接続点と冷接点間の接続ケーブルとして使用

補償ケーブル（CC）:
•	� 熱電対のタイプコード + "C”、別の補償合金のコードで補足されること

もあります（KCA、RCB/SCB…）
•	� 適用温度範囲の認可 

（タイプ KCA → 最高 +150°C）
•	 補償合金（KCA（NiCr/Ni）に特殊な Fe/CuNi が含まれます） 
•	� 通常、接続点と冷接点間の接続ケーブルとして使用

ケーブルに使用される合金 :
タイプ プラス導体 マイナス導体

TX Cu CuNi

JX Fe CuNi

LX Fe CuNi

EX NiCr CuNi

K NiCr Ni

KX NiCr Ni

KCA Fe CuNi

NX NiCrSi NiSi

NC Cu CuNi

RCB/SCB Cu CuNi

ケーブルの選定基準 :
熱電対タイプ :
各熱電対には、固有の特定の熱電気特性があります。 
異なる熱電対を混在させると、測定エラーが発生します。

ケーブルがさらされる周囲温度 :
周囲温度は、ケーブルの絶縁とジャケットの材質の選定にあたり決定的な
要因です。ケーブルに使用される絶縁材に合わせて、適用温度を下げる必
要があります。

絶縁およびジャケットの材質 温度範囲固定設置

PVC -25 °C～+80 °C
シリコン -50 °C～+180 °C

グラスファイバー -50 °C～+200 °C
FEP -100 °C～+205 °C

E-グラス -90 °C～+400 °C
セラミック糸 最高+1200°C

接続点の周囲温度 :
各延長および補償ケーブルは、特定の適用温度範囲に適しています。つま
り、ケーブルの熱電気特性は、この適用温度範囲において熱電対と同じです。
テーブル T8.1 の適用温度範囲を参照してください。

ケーブルの特徴 :
•	� 通常、鉄導体は銅でコーティングされています。これにより、導体を腐

食から保護します。鉄導体は磁気を持つため、この特性により容易に識
別できます。

•	� 熱電対 Rと S の場合、熱電気特性が適用温度範囲（最大 +200°C）
内で同じであるため、どちらのタイプにも１種類の同じ補償ケーブルが使
用できます（RCB/SCB）。
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